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ここでいうグラフとは, 多重グラフで, 多重辺やループを許すとする（省略されている定義などは [1]や [5]を参照）．

グラフ理論において最も有名な予想の 1つに Cycle double cover予想がある.

予想 1 (Cycle Double Cover予想 Szekeres, Seymour) すべての切断辺がないグラフ G はサイクルの集合 F
で, Gの全ての辺が F の丁度 2つのサイクルに含まれるものをもつ.

この予想は以下のように問題を一般化することができる．

定義 1 Gをグラフとし, ω : E(G) 7−→ Z+ を E(G)上の重み関数とする．Gのサイクルの集合 F で, Gの各辺 eが

丁度 F の ω(e)個のサイクルに含まれるとき, F を faithful cycle coverと呼ぶ．

定義 2 H をオイラーグラフとし, H の点 vに接続する E(v)を分割したものを vの forbidden setといい, P(v)と

表わす．また, P(v)の各元を forbidden partと呼ぶ．

P =
∪

v∈V (H)

P(v)

をH の forbidden systemと呼ぶ.

H の辺素なサイクルの集合 F で, その合併が H になるものを H の cycle decompositionと呼ぶ．H が cycle

decomposition F で, 全ての C ∈ F と全ての P ∈ P に対して, |E(C) ∩ P | ≤ 1を充たすものを持つとき, (H,P)は

compatible cycle decomposition (CCD)を持つと言う.

forbidden system P が, 全ての forbidden part P ∈ P と H の全ての edge-cut T に対し, |P ∩ T | ≤ |T |
2 を充たすと

き, admissibleであるという．

P が admissibleであることは明らかに (H,P)が CCDを持つための必要条件であるが, 十分ではない．以下の左図

は, faithful cycle coverを持たない有名な例で, この例から幾つかの変換によって, admissibleであるが CCDを持た

ないものを右図のように構成できる．

図 1:

しかし, 以下のように平面的オイラーグラフには任意の admissible forbidden systemに対して CCDが存在する

ことが知られている．

定理 1 (Fleischner and Frank) H をオイラーグラフで P をH 上の admissible forbidden systemとする. H が平

面的ならば (H,P)は CCDを持つ.
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この主張は以下のようにさらに一般化されている．

定理 2 (Fan and Zhang) H をオイラーグラフで admissible forbidden systemを P とする. H が K5 を minorと

して含まなければ (H,P)は CCDを持つ.

次に, forbidden systemを制限した CCD問題を考える．

定義 3 H をオイラーグラフとし, T = e0 · · · em−1 を Gの Euler tourとする．H の cycle decomposition C が,

任意の i ∈ Zm と C ∈ C に対して, |{ei, ei+1}| ∩ E(C) ≤ 1

を充たすとき, T と C はお互いに compatibleであるという．

すなわち, 各頂点 u に対して, Euler tour T が, ei1ei1+1, ei2ei2+1, . . . , eiseis+1 と s 回 u を通過したとき, E(u)

の forbidden setを {ei1 , ei1+1}, {ei2 , ei2+1}, . . . , {eis , eis+1}と定義して得られるH の forbidden system P に対する
compatible cycle decomposition C が, T と compatibleになる．

予想 2 (Sabidussi) H を最小次数 δ(H) ≥ 4のオイラーグラフ, T は Hの Euler tourとする. このとき H は T に

対して compatibleな cycle decompositionを持つ.

この予想は, 次の予想と同値であることが Fleischnerによって示されている．dominating cycle（支配的サイク

ル）とは, Gの全ての辺がサイクル上の頂点に接続しているサイクルである．

予想 3 (Sabidussi and Fleischner) Gは dominating cycle Cを持つ cubic graphとする. このとき Gは, C を要

素として含む circuit double cover F を持つ．

以下の予想は, グラフ理論の幾つかの重要な問題と関係する予想である．

予想 4 (支配的サイクル予想 Fleischner, Ash and Jackson) すべての cyclically 4 edge-connected cubic graphは

dominating cycleを含む.

特に, Fleischnerは予想 3と 4が正しければ cycle double cover予想が正しいことを示している．Nash-Williamsは,

全ての 4正則 4連結グラフはハミルトンサイクルを持つと予想した（[4]）．この予想が正しければ, 支配的サイクル

予想が正しいことを示すことが出来るが, Meredithによって Nash-Williams予想の反例が構成された（[3]）．

一方, 今年の３月にチェコの Domazliceで開催されたワークショップで, Hoffmann-Ostenhofが Nash-Williams予

想を forbidden systemを利用して修正した予想を示し, その予想と支配的サイクル予想が同値であることを発表した

（[2])．
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